
ライフスタイル・コンシェルジュ 4～5月のラウンジセミナーのご案内   お一人様 ２講座まで    

 

4 月 23 日 水 
10：30～12：00 

軽食タイムは 11：30～ 
甦った和布達 〜着なくなった着物の活用方法〜 

参加費

500 円 

定員 

20 名 

和装アドバイザー  

髙嶋 真千子 氏 

大切なお着物が箪笥で眠っていませんか？様々な思い出や込められた想

いとは裏腹に、ため息と共に箪笥を開けては閉める…そんな着物達にも

「もう着ないから」と処分する前に活きる道が有るかもしれません。こ

れからのご自分にぴったりな活用方法を探してみませんか？ 

4月 30 日 水 
10：30～12：00 

軽食タイムは 11：30～ 

ラウンジ Kappo 

「東北・美術館への旅」 

参加費

500 円 

定員 

20 名 

Kappo 編集長  

川元 茂 氏 

Kappo 編集長である川元茂氏が 5月号の巻頭特集「東北・美術館への旅」

をテーマに、取材エピソードを交えながらの美術トークを行います。東

北人気ナンバーワンの青森県立美術館をはじめ、藤田嗣治の巨大絵画で

有名な秋田県立美術館。そして宮城の知られざる美術館についてなど。

また、今年のおすすめ企画展の情報もあります。 

5月 7日 水 
10：30～12：00 

軽食タイムは 11：30～ 

＜アートスペース関連企画＞ 

工藝指導所が果たした役割 

～工芸の視点から～ 

参加費

500 円 

定員 

20 名 

東北工業大学名誉教授  

庄子 晃子 氏 

戦前に国の機関として仙台に設置された工藝指導所。外貨獲得のために

当時さかんに輸出されていた工芸品の良質な量産のための技術の向上

と、産業化が遅れていた東北地方の振興を目的として設立されました。

社会的な状況が目まぐるしく変わる中で工藝指導所が果たしてきた役

割、そして今に受け継がれているものづくりの哲学について伺います。 

5月 14 日 水 
10：30～12：00 

軽食タイムは 11：30～ 

＜アートスペース関連企画＞ 

トップデザイナーたちとの対話 

～天童木工が受け継いできたもの～ 

参加費

500 円 

定員 

20 名 

デザイナー 

元(株)天童木工 開発部長 

菅澤 光政 氏 

戦時中に木製の弾薬箱づくりから始まった天童木工は、仙台にあった工

藝指導所との技術開発を経て、日本を代表する家具メーカーとなりまし

た。美しい曲線を生み出す成形合板技術の開発過程や、剣持勇や柳宗理

といったトップデザイナーとのやり取りを、天童木工のデザイナーとし

て活躍されてきた菅澤光政さんにうかがいます。 

5月 21 日 水 
10：30～12：00 

軽食タイムは 11：30～ 
おいしいお茶の淹れ方 ～新茶を味わう会～ 

参加費

500 円 

定員 

20 名 

井ヶ田製茶（株） 

日本茶インストラクター  

松川 広明 氏 

急須で淹れるお茶はなぜ美味しいのか？そこにはきっと目に見えない

“何か”がありそうです。その“何か”を今年の新茶を味わいながら「見

て」「触れて」「淹れて」楽しみながら探る実習講座です。 

5月 28 日 水 
10：30～12：00 

軽食タイムは 11：30～ 

＜アートスペース関連企画＞ 

クレースト×玉虫塗 

～ナノテクノロジーが伝統工芸を変える～ 

参加費

500 円 

定員 

20 名 

産業技術総合研究所コンパクト化学シ

ステム研究センター  

首席研究員 

蛯名 武雄 氏 

産業技術総合研究所東北センターは、漆器、木工、工業デザインなどを

取り扱う国の機関である工芸指導所がその起源。東北工藝製作所は、工

芸指導所の職員の発明を基に、漆器「玉虫塗」を製作しています。現在

は東北センターが 2004 年に開発したナノ材料「クレースト」を用いて、

「玉虫塗」の耐久性向上の研究開発を行っています。ナノテクノロジー

がどのように伝統工芸に応用されようとしているかご紹介します。 

6月 4日 水 
10：30～12：00 

軽食タイムは 11：30～ 

＜アートスペース関連企画＞ 

工芸の新しい魅力の発信を目指して 

～仙台市の取り組み～ 

参加費

500 円 

定員 

20 名 

仙台市経済局国際経済・観光部長  

嶺岸 浩友 氏 

クリエイターによる伝統工芸の技法を用いた新商品開発の支援や、伝統

工芸の魅力を現代のライフスタイルに合わせて伝えるためのＷＥＢサイ

ト制作など、クリエイティブ産業振興に取り組む仙台市が行っている伝

統産業活性化の事業を紹介いたします。 

※ラウンジ企画のお申込みは先着順となります。 

※参加費は当日会場で申し受けます。 

※大変申し訳ございませんが、会場にエレベーターはございません。何卒ご了承ください。 

※参加費は、震災孤児を支援するＮＰＯ法人 ＪＥＴＯ（ジェット）みやぎに全額寄付いたします。  

※当セミナーは、すべて「軽食付き」です。                                                                   （裏面もお読みください） 



 

エグゼクティブ・ラウンジ 人気企画 「プロが撮ります！ラウンジ写真館」のご案内 

 

開催日時：5月 8日（木）、9日（金）10：00～16：00  

  撮影代：お一人様 5,000 円 

  事前申込制・各日限定 10名様 

  撮影：写真家 茅原田（ちはらだ） 哲郎 氏 

自然光が差し込むラウンジで、自分らしい写真をプロのカメラマンが撮影します。 

ぜひお気に入りの服装でお越しください。 

ご希望の方には、撮影データをインターネット版エンディングノート「エンディングバンク」    茅原田 哲郎氏 

に登録いたします。撮影時間はお一人様約 30分となります。撮影時間は個別に指定いたします。 

撮影した写真はデータでお渡しいたします。 

  これまで撮影させていただいた全てのお客様が写真の仕上がりに満足されております。  

記念写真にいかがですか？ 

 

 

５月のアートスペース企画のご案内 

企画展『続く物語－仙台・工藝指導所の足跡－』  

 

開催日：5月 2日（金）～6月 8日（日） 

 主 催：公益財団法人仙台市市民文化事業団、株式会社清月記 ライフスタイル・コンシェルジュ 

 

 1928 年に仙台につくられた日本初の工芸指導機関、工藝指導所をご存知ですか？ 

地域に根差す手工芸の近代化を目指して研究・指導がなされ、玉虫塗の技法もここで発明されました。私たちを取り囲むさまざまなモノの背景には、 

もしかすると工藝指導所の成果が反映されているかもしれません。工藝指導所が仙台に、そして今の暮らしに残したモノづくりの足跡を、工藝指導 

所から生まれたプロダクトとともにご紹介します。 

ラウンジセミナーの企画と合わせてご参加いただくと、地元の伝統工芸に対しての理解を深めることができます。 

 

 

 

 

お申込み・お問い合わせは・・・ 

ライフスタイル・コンシェルジュ フリーコール０１２０－４１７－５４１ （営業時間 10：00～18：30） 

 

 

 

 
 

実際に撮影させていただいたお客様の写真です。 

ライフスタイル・コンシェルジュでこんなに自然で素敵な写真が撮影できます。 

（カラープリンターですので画像が粗くなっておりますが何卒ご容赦ください） 

 

＜東北工藝製作所＞ 


